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当社が環境問題に取り組ん

で42年 目を迎えました｡当 時は､

公害という意味さえあまり理解

されていない時代でした｡何 故

捨てるものに金をかけなければ

ならないのか､生 産設備には金

をかけても､非生産設備には絶

対に金はかけないという言葉が､い つも客先から出る声で

した｡公 害の意味､又､今 からこの問題に取り組まなけれ

ば､将 来大変な事になる等々､説 明するのが精一杯で金

の話となると大変な事でした｡

その後､水 俣病問題､川 崎､四 日市の煤塵問題等が

起こり､公害の恐ろしさがやっと理解されるに至りました｡ま

た海外からも環境装置に関する技術等が導入され､国 を

あげてこの問題に取り組む状況になり､私どもも技術の開

発に全力をあげるところまで行きました｡

その後､厚 生省､環 境庁､農 水省､建 設省等関連の各

種団体等も出来､そ れぞれの分野で共同研究されるまで

に至っております｡ここまで来る過程で､大 手異業種企業

が環境事業は儲かるとの発想から突然競争に加わり､そ

の技術の複雑さと地味さに撤退をしたりと､単純な商売と

して取り扱われる事もありましたが､ここに来てやっと本当

の環境問題の解決とはどうあるべきかという事が､各 方面

において活発に議論されるようになって来たと思われます｡

日本液体清澄化技術工業会もその一環であるのではな

いでしょうか｡

しかし､環境汚染というのは､ただ日本だけの問題では

なく世界的視野で考えなければ本当の解決にはなりませ

ん｡私 も東南アジアをはじめ世界を廻り､又､海 外でも仕

事をして参りましたが､常 に予算の問題と環境に対する基

本的な思想の問題があり､簡単にはグローバルな解決は

出来ないのが現状です｡

医学が驚異的な進歩をしている一方で､入 間の体を蝕

む環境汚染の解決が世界的には遅々として進んでいない

この矛盾に､大変な疑問を高じているところであります｡

環境技術という面では日本が一番進んでいるものと思

われます｡現 在は深刻な不況下にある我が国ではありま

すが､ODAを はじめ経済的に世界に大きく貢献している

事は事実であります｡世 界的視野で環境問題の解決に当

る機関が必要であると痛切に感じております｡

環境に携わる者として､人 類をはじめ全ての生物を守る

真の問題解決とはどうあるべきであるかと考えている一人

です｡



そもそも液体の清澄化技術とは何だろうか?広 辞苑による

と｢清 澄｣とは､｢き よくすんでいること｣とあります｡つ まり､一

般的言えば｢液 体をきよくすんだ状態にする技術｣と言うこと

になります｡し かし､これでは技術者の表現としては少々物足

りない感があり､よりらしい表現を考えましたが､自 分の知識･

語学力の無さから､な かなかうまい表現が 思いつきません｡

そこで横浜 国立大学の松本先 生のお言葉をお借りすると

｢液体 清澄化技術｣

とは｢液 体 に混入し

ている種 々の溶 質､

微粒 子､微 生物そ

の他 の物 質(被 分

離物質)を すべてあ

るいは選 択 的に分

離 除去する技術およびそれらの物質が液体 中に混入する

のを防止する技術を総称するもの｣ということになります｡今

回､この｢液 体の清澄化技術｣を 学ぶべく､2001年9月5日､

6日 の2日 間にわたって横浜 国立大学にて開催された 日本

液体清澄化技術工業会主催の｢液 体の分離･清 澄化技術

基礎試験講座｣に参加した体験報告をします｡

まず､私 が参加した動機iですが､正 直にいうと知らない間

に上 司が 申し込みをしていたというのが実情で､こう言ってし

まっては身も蓋もないのですが､自 分としても常々勉強したい

と思っていたテーマだったので､良 い機i会を与えてもらったこ

とに感謝すると共に非常に楽しみにしていました(まさかレポ

ート提出があるとは思いませんでしたが…) ｡当 日､講 義室に

向かうとすでに大半の参加者が着席しており､その顔ぶれは

実に多彩でした｡ま もなく講義が始まり､その内容は､液 体

清 澄化技術の概 論

に始まり､実 験 実習

のテーマである活性

炭吸着､イ オン交換､

限外ろ過､凝 集ろ過

について原 理や 特

性 および今 回の実

験の予備知識等､要 点を絞ったものでした｡テ キストも良く作

られており､講 義も分かりやすかったのですが､講 義だけで

なく実験実習も実施するのは今回が初めての試みということ

で全体的に時間が足りなく､講義が早足で終わってしまった

のが少々残念に思えました｡

そして､場 所を変えて実験実習に移り､実 験室に行くわけ

ですが､大 学の実験室の雰 囲気が懐かしいことと言ったらあ

りません｡黒 い実験台､必 要以上に出過ぎる蛇 口等々､何 も

かもがとても懐かしく思え

たのは 自分だけではない

と思います｡ち なみに実

験 は3人1組 のグループ

制で､4つ のテーマを2日

間に分けて行われ､最 初

は初対面 の3人 ですから

連携も悪く､実験にも時間

がかかっていたのですが､2日 目にもなると素晴らしいチーム

ワークで手際よくこなすようになるまでに至りました｡内 容とし

ては､活 性炭吸着は活性炭の粒径､操 作条件が吸着速度

に与える影響等､イ オン交換は2種 類の樹脂を使い､通 液操

作で交換容量を求めたり､再 生操作で脱着率を求める等､

限外ろ過はUF膜 を用いて操作条件による依存性等､そ して

凝集ろ過は凝集剤添加による効果およびろ過圧 力等のろ過

速度への影響等で､い ずれの実験も実際に目で見て確認す

ることが出来たので大変分かり易かったと思います｡机 上で

の勉強では､分 かり難い事柄も実際にみれば一目瞭然です

から…｡実 験で､こ の2日 間を通して一番心に残っていること

と言えば､参 加者全員が生き生きと実験をしていたというこ

とです｡き っと自分もそんな風に映ったことでしょう｡今 回､

参加して勉強になりましたし､とてもよかったと思っています｡

初 日の最後には懇親会があり､美味しい料理･お 酒と自己

紹介なる粋な計らい等で存分に楽しめ､つ い会場に長居をし

てしまいました｡また､この自己紹介のお陰で､参 加者の色々

な話を聞くことが出来てとても有意義なものとなりました｡

最後に､この講座を御教授して頂いた横浜国立大学の松

本先生および松本研 究室の皆様､日 本液体清澄化技術工

業会の講師ならびに関係者の皆様に御礼を申し上げて報告

とさせて頂きます｡

〈日本錬水株式会社 平川 圭一郎〉



規格･標 準委員会の全体的な方針を示した昨年の活動報

告(NewsLetterAUTUMN/2000No.13P.4)か らもう1

年が経とうとしています｡こ の間､ろ 過部会会合は用語集作

成について5回､又､同 時に各分科会も3回 開催され､多 くの

企業の方が参加され､積 極 的な意見交換が行われてきまし

た(尚､分 科会参加企業については､下 表を参照下さい)｡

さて､当 初の計画ではメーカーのカタログ､技 術資料等に使

用する用語の定義統一を図る為､昨 年中に用語の収集を完

了するはずでありましたが､既 に作成した用語集(マ スターフ

ァイル)以 外に欠けている用語を補完するためのFiltration

DictionaryとASTM(AmericanSocietyOfTesting

andMaterials)の 和訳作業や広く業界用語を収集するなど

とした為､未 だ完成には至っていません｡この原因は､決 して

作業を怠っていたり意見がまとまらなかった訳ではなく､話 し

合いの中で"簡 単な定義があれば良しとし､またそれがすべ

ての用語において完成しなくとも､英 語と対応 日本語だけで

も完成させれば良い"との当初の目標から"将来的にはJIS化

をも視野 に入 れた用

語集"というより高度な

目標へと移り変わって

きたためです｡用 語集

作成の昨年 以降の具

体的な作業状況は以

下の通りです｡

①Filtr鼠ti◎n

DictbnaryとASTMの

和訳作業については､

分科会参加企業にす

べての用語を振り分け､

各用語の大意と定義

を考 慮して和 訳作業

を完了したが､必 要な

用語を取拾選択し､当

工 業会 として適 切な

定義を検 討することと

した｡

② 業界 用語 について

は､分 科会参 加企業

から広く資料を集め､集 まった資料の中から用語を追加した｡

更に現存する各種業界用語事典をリストアップした｡

③JIS化 については､外 部アドバイザー(産 総研の工業標準

部)の 協力を取り付け､規 格･標 準化の現状と方向性､必 要

な手順と作業及び著作権 問題についての助言を戴いた｡更

に今後も協 力して戴けるとのことである｡上 記①､② の作業

により､用 語集はかなり内容が充実したものになっています

が､和 訳や定義が不明確または不適切な用語のピックアッ

プと修正､JIS化 を視野に入れた場合の問題点の明確化等

の作業があり､今後はメーカーだけでなく､各 分科会にユー

ザー､プ ラント･エンジニアリング会社の協 力を得て内容を吟

味し､多 くの会員にとって役に立つ用語集の作成を目指して

いきます｡

さて､ろ 過部会の今後の活 動予定としては.用 語集の早

期完成を目指すと共に次のテーマとして用語と密接な関係

がある試験方法(特 に性能試験法)の 標準化を行う予定で

す｡こ れについては､現 在各分科会にて試験方法の抽出と

問題点について話し合いが始まったところです｡又､"こ れで

わかるフィルター"というユーザー及びメーカーの若手社員 向

け書i籍を2002年 内に出版する予定です｡この様に2002年

は用 語集の作成､"こ れでわかるフィルター"の 出版及び試

験方法の標準化という3大 目標の完成を目指し､活 動して参

りますので､ご 支援の程宜しくお願い致します｡

参考資料:NewsLetterSpring/2001NO｡15P.6

ここに掲載した企業はそれぞれの分科会に今までに参加さ

れた企業であり､まだ出席されていない企業については掲載

しておりませんのでご了承下さい｡〈㈱ロキテクノ 城 孝吉〉



騨[工業材糊 鋤 ⑪⑪ 鼎月考(騒 刊工業新聞社)〈 特集〉液体清澄化技術のための高機能材料

液体清澄化技術の現状と課題(横 浜 国立大学･松 本幹治)

濾布の種類とその特性(大 和紡績･中 野直樹)

金属繊維製焼結不織布濾材とその応用(ベ カルトアジア･作 田恭一)

セラミック膜の種類とその用途例(NGKフ ィルテック･天池英雄)

複合UF膜 による荷電を利用したタンパク相互の分離(日 本ミリポア･柚 木 徹)

バイポーラ膜電気透析法による廃液回収(トクヤマ･片 山信太郎､有 富俊男)

活性炭素繊維の環境浄化への対応(東 洋紡績･林 敏昭)

均一粒径イオン交換樹脂(ダ ウ･ケミカル 日本･多 久和克哉､遠 藤雅彦)

光触媒丹担持ケイ藻土の水処理への応用(昭 和化学工業･神 笠 諭)

チタン系凝集剤の工業廃水処理への応用(テイカ･渡 誠司/大 明化学工業･田 中 稔)

ケイ酸ナトリウムによる地盤改良工法(東 興建設･安 藤彰彦)

齢彌水と廃水】 難⑪⑪ 軸月罧(産 業用水調董金)〈特集〉液体清澄化技術産業排水処理

産業排水処理における清澄化技術(横 浜国立大学･松 本幹治)

産業排水の削減対策と最適処理(豊 橋技術科学大学･後 藤尚弘､胡 洪営､藤 江幸一)

機能性メッキ排水処理の現状と動向(日 本ブイルター･斉 藤光雄)

高密度汚泥生成法による無機排水の凝集沈殿処理(栗 田工業･加 藤 勇)

電子･半 導体工業の排水処理技術(日 立プラント建設･宇 田川万規子､八 木康之､山 口貴史)

ステンレス酸洗排水からの重金属と酸の回収(横 浜国立大学･吉 川ユミ､松本幹治)

食 肉センターにおける排水処理(共 和化工･畠 中 豊)

繊維原料工場廃水中の難分解性芳香族物質の嫌気性処理(月 島機械･高 橋正純､中 林 昭､奥 田直之)

陣 肛化学装置】 謹繭⑪署c月 署(工 業調査会)<特 集>2世 紀の液体清澄化技術を考える

2000年 液体清澄化技術シンポジウムからの提言(横 浜国立大学･松 本幹治)

1.液 体清澄化技術の過去･現 在･未 来

｢遠心分離機｣(AlfaLavalSeparationAB,Tumba,Sweden･HansAxelsson､ア ルファ･ラバル･青 木 裕)

｢多孔質膜および限外ろ過膜の開発と将来展望｣(MillipOreCorpOratiOn･AnthonyAllegrezza ､日本ミリポア㈱･柚 木 徹)

｢イオン交換樹脂･合 成 吸着剤｣(三 菱化学㈱･足 立 正)

｢フィルター･スクリュープレス｣(㈱ 石垣･菅 谷謙三)

2｡グ ローバル化への挑戦

｢規格 標 準化の動向(分 離膜 を例に)｣(日 本ミリポア㈱･石 井蔵之助)

｢LCAと 経済評価｣(東 京水産大学･石 川雅紀)

｢台湾における液体清澄化技術の現状と将来｣(国 立台湾大学･呂 維明)

3.21世 紀における共生と競争

｢ATP測 定応用技術の将来｣一新しい検査手法の確立を目指して一(キッコーマン㈱･本 間 茂)

｢清澄化技術と半導体産業の環境管理｣(日 本電気㈱･野 崎征彦)

｢水処理関連企業の現状と競争力｣(栗 田工業㈱･矢 部江一)

｢技術開発における商社の役割｣(㈱ ニシヤマ･水 野滋雄)

睡[クリーンテクノ鷲ジーコ 鋤01a月 号(騒 本工業出版)〈 特集〉液体清澄化技術

生物粒子の迅速測定法(横 浜 国立大学･松 本幹治)

サニタリー配管技術(大 阪サニタリー金属工業協同組合･出 口正博)

食品プロセスにおける洗浄と除菌(加 藤美蜂園本舗･伊 藤新次)

清澄化用水処理剤とその適用(栗 田工業･弥 吉一彦)

水質計測の基礎と測定法(セ ントラル科学･安 倍英雄)



今回は平成13年 度の第2回(6月26日)と9月20日 に行わ

れた第3回 理事会についてまとめて報 告することになるが､

紙面の都合上重要と思われる事項に絞って報告させて頂く｡

第5事 業年度(平 成12年9月 ～a1'年8月)の 決算は健全

な会運 営が行われていることを示す結果となり承認された｡

委員会活動では､今 期は､規 格･標 準委員会に東大生産技

研の迫田教授を主幹に迎えて､イ オン交換や活性炭に関す

る吸着部会が発足し活動を開始する一方.行 事委員会およ

びひiT委 員会は各々技術委員会および広報委員会に併合

され,よ りその活動の多様化を計ることになった｡ま た､環 境

を専門とする東大名誉教授で現在 国連大学の鈴木副学長

を顧問として迎え､工 業会の技術的バックボーン強化を決定

した｡

今期は役員の改選期にあたるが､理 事全員の留任と､新

たに6名 の理事が選任され､理 事会は16人 体制に強化され

た｡第3回 の理事会には新任理事も出席され､今 まで以上に

活発な議論が飛び交い､工 業会のさらなる発展に大いなる

期待を抱かせるものであった｡理 事は三役を除いて､全 員

が技術委員会､広 報委員会､規 格･標 準委員会､国 際交流

委員会､展 示会および財務の6部 門を2名 つつで統括する

ことになったことも会運営上心強い｡さて､これまで紆余曲折

の感のあった事務局の運営問題は.第2回 理事会で 日本ブ

イルターの1f月 総会以降の事務局継続の辞退 申出を受け､

事務局業務の外部委託が承認され､既 に7月 から委託が始

まった｡現 在､従 来の事務局業務の殆んどは事務代行業の

吉川氏のオフィスを事務局分室として､そ こで行われている｡

今回の理事会では､工 業会の顔としての窓 口業務を行う事

務局をどうするかについて､同 席幹事を含め､熱 のこもった議

論が展開された｡そ の議論の主体は､前 回からの検討事項

であった1)理 事会社での持ち回り､2)事 務所を借りる独立

形の事務局の設置等に関するものであったが､現 在の財務

内容では会費の値上げなしに､独 立事務局の設置は困難で

あるとの結論から､理事会社が持ち回りで事務局を担当する

ことになった｡これまで､こ の結論の次のステップである担当

理事会社の決定への移行ができなかったが､業 務委託によ

る負担の軽減もあって､今 回は担 当する方向で努力したいと

する理事が出て､総 会以降の事務局の運営にも解決のメド

が見えたことから､理 事会に安堵感が広がった｡今 回の決定

は事務局の一つの形ではあるが､将 来の工業会の目指す 目

標を睨んだ時､ど のような事務局の形態にして行くべきなの

か､今 後とも理事会での徹底的議論を期待したい｡

〈事務局 矢野政行〉

日本液体清澄化技術工業会のなかにLCP分 科会ができ

てから､これまでの活動内容を紹介します｡LCP分 科会は､

現在会員ll名 でおおむね毎 月1回 東京水産大学で開催し

ています｡活 動内容は､主 に､具 体的なテーマを設定しての

議論です｡

分科会では､LCP(LifeCyclePerspective)に ついて

議論し､手 法を開発するための目的で､具 体的な例題を取

り上げて検討することにしました｡課 題として､有 機性廃棄物

の処理システムの環境経済評価を取り上げ､乳 酸醗酵処理

システム､メタン醗酵処理システム､焼 却システムの評価を

試みました｡

環境影響はLCA(LifeCycleAssesment)の 手法によ

り評価しましたが､結 果そのものよりも､手 法の検討のための

予備的な試行でもあり､データと時間の制約もあったためフ

ルスケールのLCAで はなく､環 境負荷としてのCO2の みを

対象としたLCCO2分 析(LifeCycleCOzAnalysis)と し

ました｡経 済影響はLCAの 枠組みと同じ枠組みに対して､ラ

イフサイクルコスト分析を行いました｡結 果は環境影響と経

済影響の2軸 で表示し､この手法で､環 境影 響と経済影響

を評価できることがわかりました｡

分科会メンバーが得意分野についてデータ､情 報を収集

し整理した結果､乳 酸醗酵処理システムの経済影響は乳酸

の分離精製プロセスの影 響が大きく､ゴミ焼却場の回収熱

エネルギーを利用すれば､環 境影響､経 済影響ともに大きく

改善され､他 の手法より優位になる可能性があることがわか

りました｡結 果は､旧 厚生省のプロジェクト研究の一部として

報告書が印刷されています｡

現在は､次 の段階として､液 体清澄化技術を対象にこの

手法を適用してみることとし.具 体的なテーマとして､生 醤油

の製造プロセスを取り上げました｡この評価は現在作業過程

ですが､工 業会会員企業の協力もあり､従来得られなかった､

セラミックフィルターの製造時の電力消費など､液 体清澄化

技術工業会ならではのデータも得られ､面 白い結果が期待

できます｡ま た､こ のテーマと平行して､工 業会会員全体に

開かれた液体清澄化技術と環境に関する講演会を企画しま

した｡テ ーマをプラスチック廃棄物のリサイクル技術とし､講

師の選定､講 演の内諾を得た段階で､技 術委員会に引き継

ぎました｡これも分科会としては初めての試みですが､見 学

会の企画も議論しています｡最 後に､分 科会のあとは適宜懇

親会も開いています｡液 体 清澄化技術工業会会員の方で､

環境 問題に関心をお持ちの方の分科会への参加をお待ちし

ています｡

〈分科会幹事/東 京水産大学助教授 石川 雅紀〉



前篶より会員企業の新製贔紹介コーナーを設け醗した｡こ のコーナーは名簿順に掲載する予窟でおり竃すが,

新製晶開発がタイムリーな踏期にあたる会員企業は優先的に掲載覆検討致し蟹ずので広報委員･富 士フィルター

工業(株)ト部宛ご連絡下さい(E-rnail:urabe@fuji∬lter｡cojp)｡

MM一 盤横型スクリュープレス

〈製晶概要〉このろ過装置は､三 角型断面ワイヤを円筒状コ

アの内側に巻いた捲線式フィルターを使い､精 密なろ過と分

級を可能にした｡エ ッジとエッジの間でろ過するためろ過抵

抗が極めて少なく高粘度でも小さい圧 力差でろ過ができ､

三角型断面ワイヤの捲面表面

は平滑でろ津が溜まりにくく､常

にスクレーパーで掃除するので

目詰まりのない安定した連続ろ

過ができる｡

研究開発用ディスク型遠心分離機t型

〈製品概要〉助剤を使わず遠心力だけで省 力､自 動で液体

清澄化ができ､サ ニタリー性､密 閉性にも優れているため､

ディスク型遠心分離機は化学､製 薬､食 品､発 酵の各業界

で幅広くお使い頂いております｡こ うした業界のお客様から､

試験管レベルが済んでパイロッ

ト規模の研究開発に活用できる

小型機種はないかというご要望

が多数寄せられ､そ れにお応え

したのがLAPX404型 です｡

圧入式外簡圓転型スクリュープレス｢コ ンチエコプレス｣

〈製1概 要〉コンチエコプレス(ISGKE型)は､最 近､下 水汚

泥処理用の脱水機として､注 目を浴びているISGK型 スクリュ
ープレスの姉妹1Fで す ｡ISGK型 の特長を生かし､生 産プロ

セス向けや一般工場排水のろ過･脱 水機として､よ りコンパク

トにまとめた機鍾 です｡用

途として､魚 肉･す り身の

脱 水､青 果物 の搾汁用､

豆 腐製 造の濃 縮･脱 水､

仕込 粕の脱水､澱 粉粕

の脱水､食 品残渣､排 水

汚泥 等の脱水の幅広 い

分野に適用できます｡

〈特長･仕 様 〉

①超精密加工のM-CELLと ス クリューで固液分離 するので､

高 粘度､細 かいペースト状であっても低い絞り澤の含水率で歩

留りアップ②小型でしかも高流量なので省スペ ース･ラ ンニン

グコストの低減③外気に触れない密閉構造なので衛生的④自

動洗浄可能｡用 途は､豆 腐製造コ=程の豆乳とおからの分離､果

汁･生 姜･餉･青 汁･野 菜などの絞 りろ過､野 菜くずなどの脱水､

ユ コナッツクリームなどの搾油､茶･コ ーヒー･か つおエキスな

どの抽出ろ過｡

株 式会社 荒井鉄工所

〒243-0021神 奈 川県厚木市 岡田2-7-19

丁旺』(⑪46)227-0461野AX(◎46)227-0463

URL;http://www3rai-machinery.cojp/

〈特 長･仕 様 〉

(1)分 離 テストに必要な周辺機器がコンパクトにまとまっている可

動ユニットになっており､場所をとらず､し かも選びません｡(2)回

転体容量は2.2Lで10L程 度 のサンプルでも遠心分離性のテスト

が可能です｡(3)小 型ながら11130Gと いう高い遠心力により大

腸菌では200L/F､イ ー ストなら4000L/fと いう連続処理に耐

えます｡(4)定 評 ある自動排出機構 により､分Cれ た固形分を

20%DS(ド ライ･ソ リッド)程度まで濃縮して取り出せ､ま た清澄

液は内蔵ポンプで圧送cれ ます｡(5)固/液 分離型の他に,オプシ

ョンとして液/液 分離型も用意しております｡

アルファ･ラバル株式会社 プロセス機器営業部/食 品機械営業部

〒108-0075東 京都港区港南1-8-27日新 ビル

署』駐L｡(◎3)546豊一2449ノ(03)S嬬62-2448F=A》 《(◎3)545;一245E

URL:http://wwwdfalavaLcαjp

〈蒋 長･仕 様 〉

コンチエコプレスは､ス クリューが低速で回転するため､騒 膏･

振 動が少なく､し かも低動力で運転できるので消費電力も少な

くて済みます｡構 造も簡単なことより運転操作が容易です｡ま

た､密 閉構造であるため､外 部からの異物混入を防止でき､臭 気

対策も容易です｡ス クリーンの洗浄は､外 筒スクリーンが回転

ずることによりムラなく､効 率的に洗浄でぎる等の利点があり､

消 耗部品も少ないため､維 持管理費がかからない等の特長があ

ります｡イ シガキは､ス クリュープレスをはじめ､多 岐にわたるろ

過･脱 水機を取り揃えており､皆様のこ要望にお応えいたします｡

株 式会社 石垣 エンジニアリング事業部

〒104-0031東 京都中央区京橋1-1-

TI.(03)327-35咽 唱FAX(03)323一 一唱577

http://www.ishigaki.cojp/



榮票製綱株式会社
当社は1887年(明 治20年)に 設立し､国 内初のマニラロ

ープ製造を開始し､今 年で満114年 を迎えます｡

ロープ製造の会社であるゆえ社名も綱となっています｡我 が

社の主な製品はワイヤロープ､繊 維ロープ､タ イヤ用スチー

ルコードです｡Wireを 加工する技術を有するため近年スチ

ールコードより更に細いステンレス繊維を開発しました｡この

繊維の製作 可能径は2μrn～50μmで す｡材 質がステンレ

スであるため耐熱､耐 蝕性に優れており､特 に溶融ポリマー

のろ過用途に使用され､近 年の超薄フィルム､超 細繊維の

生産に貢献しております｡

近年の環境対策の一環であるリサイクル性に於いては非常

に容易に行なえる材質です｡当 社のろ材分野での実績は会

社の長い歴史から考えれば非常に短いものでありますが､2

年前に本会に入会させて頂き､非 常に活発なる本会の活動

に感心させられております｡皆 様との交流を深め微力ながら

社会ならびに本会の発展に貢献したいと考えております｡今

後ともご指導ご鞭燵を賜りますようお願い致します｡

〈酒井一郎〉

日本電コ〔株式禽社
当社は30年 以上にわたり､イオン交換塔を中心とした排

水処理を手がけて参りました｡受 託再生基地である郡 山工

場の樹脂受託再生能力は 日本一ではないかと自負しており

ます｡当 初は､ク ロム系排水を照準として､｢ク ロム｣の再資

源化システムにより社会貢献をして参りましたが､お 客様の

ニーズにより種々の排水を手掛けるようになり､昨年より｢ほう

素｣の再資源化システムを上市し､大 変な反響をいただき驚

いているところです｡

更には､昨 今の｢より清澄な水｣需 要に対応し､用 水系の水

処理に取り組んでいるところです｡従 来､実 績のある排水系

イオン交換樹脂塔の技術とRO膜 などを組み合わせた｢MR

パック(商品名)｣は､お 陰様で好評をいただいております｡

今後もより一層､当 工業会の皆様とともに､地 球環境を守

るための技術向上を目指して参りたいと考えております｡

〈安達 治〉

:大租紡績株式会社《ダイワ求ウ)
当社は､昭 和16年 に四つの繊維関連企業が合併してで

きた会社で､現 在に至っても､ア パレル･寝 装品･合 成繊維

等､繊 維 製品の製造･販 売を主としております｡当 社のフィ

ルター部門も､自 社の繊維を材料とした製晶販売をモットー

とし､平 成元年よりスタートしました｡カ ートリッジタイプのフィ

ルター製品を､塗 装･化 学･食 品業界へ提供してまいりまし

たが､最 近は､電 子部品の表面処理業界でも高い評価をい

ただき､高 精度タイプ､プ リーツタイプ等､幅 広い商品群を

持つようになりました｡

当社は繊維のスペシャリストとして､そ の専門知識をろ過の

技術に生かし､お 客様のニーズにお応えすることに努めてお

りますが､特 に近年､問 題となっております

フィルターの廃棄についても､環 境への負担を軽減するため､

日々､研 究開発を行っております｡

本工業会におきましても､環 境への貢献を大きなテーマとし

て､活 動していきたいと思っております｡〈 川崎 真生〉

キュノ株武金社
昨年6月 から当工業会に参加させていただいておりますキ

ュノ株式会社です｡ど うぞよろしくお願いいたします｡

液体清澄化の中核となる技術の一つに､ろ 過という操作が

あり､弊社では､ろ 過に使用するフィルターを専門に扱ってい

ます｡｢液 体から不要な物を取り除いて､"キ レイ"にする｣と

いう単純な目的を持つろ過操作ですが､実 際には非常に多

様で複雑な条件が絡まり合い､な かなか単純には行かない

ようです｡液 体の性状､ゴ ミの質､大 きさや含まれている量､

どの程度までのろ過が必要か､な どの条件の組み合わせは､

ほとんど無限大とも言えます｡こ のため､フ ィルターメーカー

はさまざまな材質､形 状､性 能を持つフィルター製品を用意

することとなり､結果としてユーザーの皆様は､同 じようなろ

過精度の表示された膨大なフィルター製品の中からどれを

選べばよいか訳が分からない､と いう事態が発生しているの

ではないでしょうか｡

弊社では､お 客様のろ過 目的や 目標(どんな種類の液体

から､どのようなゴミを､ど れくらいまで取る必要があるか)に

ついてまずお聞きし､そ の用途(アプリケーション)に最適なフ

ィルターシステムをご提案する､コンサルタント型の営業を心

がけております｡〈 福田隆一〉



子供の頃の多摩川での釣から始まり､山 登り､子 供のボ

ーイスカウト活動の手伝い､ル アー･フライフィッシングにと少

なからず野外に関した事を行って来ました｡そ して､現 在凝

っているのは､ダ ッチオーブンと言う鍋を使った料理です｡

水のある緑 に包まれた場所､あ るいは庭で､火 にかければ

後は時 間が来るのをただ待つだけのずぼらな料理ですが､

これが本 当に美味くてすっかりはまっています｡

ダッチオーブン､これはアメリカの西部開拓時代に幌馬車

隊やカウボーイが簡単に､い ろいろな料理が出来るので重

宝がられ､一 般に広まり今 日でも使われている鍋の事です｡

まずは､名 前の由来から(私の聞きかじりですが)､ア メリカ

の西部開拓時代にオランダ人が積極 的に売り歩いたと言う

説と､アメリカ人のダッチ何某と言う名前の人が発明し販売

したと言う説があると聞いています｡

次に､どんな鍋かというと鋳物製で､厚 みは5mmも 有り

大きさは5～16イ ンチまで各種有ります｡現 在の圧 力鍋と

無水鍋の機能を持ち､そ のうえオーブンの役 目(周 囲から温

める)を持った鍋です｡具 体 的には鍋の下と蓋の上に炭火を

置き､煮 る･焼く･蒸す等を同時に行うのです｡底 には3本 の

足がありまた､蓋 の縁には立ちあがりがある為炭火は転げ落

ちずに最後まで燃えつきます｡

家の庭や仲間と野外でよく作る簡単で美味しい料理の一

つがローストチキンです｡ジ ャガイモ､に んじん､玉 ねぎを洗

って皮を剥きそのまま鍋の底に並べ､塩､コ ショウを擦りこん

だ鶏を1羽 丸ごと入れ､後 は約1時 間熱するだけです｡蓋 を

開け味見をする必要はなく､開 けたりするとせっかくの旨味

が逃げてしまいます｡せ いぜい最後に火が通ったかの確 認

ぐらいで､後 は皿へ盛るだけで完成です｡出 来ればパセリ

等を添えれば… 素材の味がそのまま凝縮されシンプルで

ヘルシーな料理となります｡こんなに玉ねぎが甘く､にんじん､

ジャガイモが美味しいとは思いもしなかったのが最初 口にし

た時の印象です｡ま た､鶏 肉の皮はキツネ色に焦げ 目が付

き程よい味でワインでもあれば他に何もいらないと言う気分

になってしまいます｡あ ればハーブも入れると香りも付きより

一層美味しくなります ｡出 来れば皆さんもチャンスを作りトラ

イしてはいかがですか!とりあえずは本屋のアウトドア関連の

書棚で目で味わって見てはいかがですか?他 にはローストビ

ーフ､マ グロのカマ焼き､焼 きリンゴ､パ ン等を作っています｡

また､機 会があれば今度は燃製の紹介もして見たいと思

います｡こ れも美味しいですよ!〈(株)ニ シヤマ 真野 徹〉

当会､LCP分 科会では下記の通りセミナーを開催いたし

ます｡現 在､廃 棄物処理問題が社会的にクローズアップさ

れている中で､特 にプラスチック廃棄物のリサイクルを取り上

げます｡会 員各位の積極的な参加を期待しております｡

日時:2001年11月20日(火)13:00～17:00

場所:横 浜プラザホテル

講演内容:

1.｢塩 ビ管･継 手の一貫リサイクルシステムについて｣

積水化学工業 松澤俊彦氏

2.｢水 処理設備に使用されているFRP製 品のリサイクル技術｣

強化プラスチック協会 東海林芳郎氏

3｡｢水 処理設備から発生するろ過材などの使用済みプラス

チックのリサイクル技術｣

ダイセル化学工業 講師未定

*定 員は80名 を予定しておりますが ､詳 しくは追って送付さ

れる 案内状をご覧下さい｡

このたび広報委員会はIT委 員会と統合し､新 組織として

再 出発いたします｡

IT委 員会はかつて広報委 員会の部会として発足しまし

たが､将 来IT関 連情報の発信がかなり大きなウエイトを占

めるとの視野に立ち､昨 年17委 員会として独立し､活 動を

行って参りました｡しかし､組 織を分化したことにより､マンパ

ワーの不足や広報委員会との連携という点で合理性を欠く

面があること｡本 来､会 報の発行も17情 報の発信も広報活

動の一環として行われるべきであること｡両 委員会のメンバ

ーが全体運営することで委員の能力を広く発揮 出来ること｡

などの理 由により広報委員会の中にIT関 連と会報編集の2

部会を擁して(旧 組織と同様)活 動を行うことと致しました｡

今後､当 会ホームページの充実やニュースレターの内容に

新企画を盛り込むなどの検 討も行っております｡広 報委員

会では企画･編 集作業はもとより取材なども行いますが､会

員の皆様から当会行事への参加報告などをお願いし､出 来

る限り参加者の生の声をお伝えするようにしております｡IT

情報の企画も含め､会 員に支えられての広報委員会という

趣 旨をご理解頂き､今 後とも協力頂きますよう改めてお願

い申し上げます｡
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